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This research has the purpose that we find a possibility of 
agriculture design through we made TANADA farms 
project in AKASHI-KAIKYO National Park position to the 
joint research of Kobe design University. Concrete action is 
as follows: (1) food design used some harvests; rice, rice 
flour, etc.), (2) Effective utilization of natural materials; rice 
straw, rice lees) and (3) Prototyping of product about 
Weeding and planting, harvesting. 
Aiming to Cayenne 2015 year-end, AKASHI-KAIKYO 
National Park, Kobe Area is in the final development stage. 
We had some activities in TANADA farm as follows: (1) we 
conducted a landscape development to grow rice in the rice 
field of 10 Ares of the park center, (2) We promoted the food 
design due to harvest, (3) designing special events articles 
by rice straw. 
This Park has the experimental environment that we can 
add to make the design approach from the point of 
agriculture. We hope to research the possibility of design by 
























































図 2）畦付け（4月 9日） 
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(3) 秋期（10月〜12月）：収穫とイベント 
 収穫は 9 月下旬に行った。学生による手刈りとコンバ
インによる機械刈りを実施した（図 9）。 
 
図 9）稲刈り 
 収穫した稲ワラは、造形素材として利用するため、裁断
せずに束ねて自然乾燥させた。 
 収穫した米は、乾燥、脱穀のあと大学に持ち帰り、新米
を用いた、おむすび制作ワークショップを行った（図 10）。 
 
図 10）おむすび制作ワークショップ（男編）。 
 おむすびを作るに当たっては、さまざまな型を用意した。
今後の展開として、学生によるオリジナルおむすび型の制
作に結びつけることが期待される。 
(4) 冬期（1月〜3月）：成果のまとめ 
 冬期の学習活動として、正月用のしめ縄飾りワークショ
ップを実施した（図 11）。このしめ縄飾りは、クリスマ
スリースにも用いることができるよう、ベースが統一化さ
れている（図 12）。また、従来の伝統的なしめ縄のフォ
ルムを継承しつつ、学生の新たな感覚を取り入れたしめ縄
を制作することができた。 
 
図 11）しめ縄づくりワークショップ。 
 
 
図 12）クリスマスリースにも使用可能な編み。飾り付け方の工
夫で、さまざまなデザインが生まれる。 
 3月には、一連の成果をまとめ、公園に報告書を提出し
た。また、公園案内のパネルも制作し、次年度への活動へ
つなげることができた。 
4） 今後の展開 
 本研究における活動において、以下の知見を得た。（1）
稲作をベースとした継続的学習プログラムを策定するこ
とで、ものづくりの一貫性をカリキュラムに組み込むこと
ができた。（2）地域との関わりを持つことで、学・民・
官の連携による学習環境を提供することができた。（3）
食や催事など、日常生活におけるデザインの可能性を探る
ことで、農を基軸としたデザイン教育の可能性を示唆する
ことができた。 
